














レブンアツモリソウだけでなく、レブンア
ツモリソウを含む生態系全体に目を向け、
在来自生地の環境を見本に管理を行いま
す。復元地ではレブンアツモリソウと多種
の植物を共存させます。こうした植物は
土壌の乾燥を防ぎ、時には受粉に必要な
マルハナバチの蜜源植物になります。レ
ブンアツモリソウ種子の発芽に必要な共
生菌の供給元となるハイネズやミヤマハン
ノキを維持し、次世代の繁殖を促します。




